
九州経済産業局バーチャル広報職員”九州あおい”PT有志10名（所属はPJ開始当時）
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バーチャル職員を活用した

情報発信について
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まずは動画を
ご覧下さい！
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１．問題意識

 九州局の広報手段はホームページ・フェイスブック・twitterへの掲載、オフラインでの説明
会・セミナーの開催、パンフレットやチラシの配布、メルマガ配信など。

 他方、オンラインを活用した動画発信ツールやプラットフォームが広く普及し、またそうした
情報発信への理解やニーズが高まっていることから、当局においても受け手に伝わりやす
い効果的な広報手段を再検討する時期に来ているのではないか、との問題意識を持つ
有志職員が集まり、具体的な検討を行った。

＜既存の情報発信ツールの概要＞
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２．取組の概要

 問題意識を共有した有志職員により、自発的な検討会を実施。関係課との調整を経
て、動画による広報の了承を得た。

 動画による広報を、まずはコロナ禍における局のリクルート活動に活用。リクルート用の広
報動画を有志職員で制作・配信。

 局内での動画広報を誰でも気軽に実施できるよう、有志に蓄積したノウハウを、マニュア
ルの整備や研修等により横展開。

●名前：九州 あおい（愛称：あおいっち）
※名字は管轄している「九州」から、名前は、経済産業省のシンボルマー
クの青（あお）色と九州を愛する気持ちの愛（あい）から「あおい」。

●プロフィール：入局１年目 アンドロイド型YouTuber
※福岡のとある研究所生まれ。開発者が九州出身だったため若干方言やなまりのイ
ントネーションが出ることがある。毎回、当局職員の人格をインストールすることで、職
員の出身の方言を使って、当局の施策等を紹介することが可能となる。

●性格：明るく、好奇心旺盛で九州が大好き



３．広報／局定例記者会見での発表 報道の様子（ＴＶ・新聞）

8月12日 ＲＫＢ毎日放送 今日感テレビ

8月18日 日刊工業新聞3面

8月13日 西日本新聞20面

8月14日 電波新聞5面
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8月15日 日経新聞29面

8月24日 プロパン・ブタンニュース6面
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３．広報／特設ページ・名刺の作成

 動画のリリース時には、キャラクターを徹底的に周知。局HPに特設ページを開設

局ＨＰトップにバナーを作成 特設ページ開設（九州あおいチャンネル）

 名刺の裏面に、九州あおいのキャラクターも活用しつつ、ＨＰ・メルマ
ガ・ＦＢ・Twitter・九州あおいチャンネル（特設ページ）の５つの
URLにリンクされたＱＲコードをつけＰＲ。

 名刺交換時、先方との話題となっていると各課室職員からの声あり。

名刺

名刺裏面イメージ

局ＨＰ



(R2.8.31時点)
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リクルート向け動画を作成・配信。第1作目は、公開から２週間で約2500回を越える視聴。

４．配信後の反応



Twitterの反応
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既存のSNSを活用し情報を周知。反応が多く情報が広く拡散。
未開拓層にもリーチできた。

ゲーム会社社長のツイートに登場

通常0-1回の
リツイートが60回
いいねが81回となる

４．配信後の反応

若者だけではなく、弁理士
からの閲覧・リツイート
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ネット、メディアだけでなく、リアルな現場でも九州あおいに対する反響があった

激励の声

当局広報室へ学生さんからのメール（８／２４）※一部抜粋

官公庁に就職する卒業生の多い学科で学ぶ一人の学生として、このような
形で若年層に強く馴染みのある文化の流れに乗って官公庁の職場についての
紹介をされているのを見ると、是非こういった取り組みが盛り上がって様々な部
署に広がってほしいな、と感じます。肩苦しい文章に比べてはるかに親近感を
持ちやすくわかりやすいと思います。

大きな括りで役所の名前は知っていても、就活の段階まで具体的な組織構
図などは知らない学生も多いと思いますし、是非こういった取り組みを積極的
に行ってほしいです！

説明会に訪れた学生の反応
経産局の新しい取り組みができる風土を魅力に感じる、
若手の職員がすべて作っているのはすごい、等の声。

管内自治体からの反応（８／１３）

自治体管理職より、当局からの出向職員に対して「コラボ出来ないか」と打診。

他省庁出先機関からの反応（８／２８）
職員同士で連携し新しい事に挑戦する風土に感動した。是非詳細をお伺い
したいとのことで、有志メンバーと面談。

問い合わせ

企業訪問時

 ものづくり日本大賞受賞企業を訪問した際、記念品として、九州あ

おいがデザインされたクリアファイルとボールペンを、記念品として「いつ

も観てます」という言葉とともに渡して下さった。

 学生や若手経営層以外にも、地域未来牽引企業という当局と関

係の深い企業の方々も当該コンテンツを通じて当局に親しみを感じ

てくださったという、効果を実感した出来事。

九州あおいがデザインされたクリアファイル（左）とボールペン（右）

４．配信後の反応
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音声収録

モーション収録 動画編集

５．研修の実施
職員が自発的に行っている
ということが良い取組。
有志が頑張ったねではなく、
局全体の取り組み

として皆で繋いでいって欲しい。

有志メンバーからの体験談

会場＋skypeにて約35名が参加

局長（当時）からの激励の言葉

 各原課の担当者が、動画を使った広
報に取り組む事が出来るようになるこ
とが目的。

 動画作成のための一連の流れを共有
し、チャレンジしやすい雰囲気の醸成。
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６．局内イントラに動画製作マニュアルを掲載
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• 各工程に関する作業マニュ
アルを整備

• 動画の編集方法について
は、解説動画を作成

• セキュアPCで解説動画を
参照しつつ、編集用PCで
作業ができる状態

ワンクリックで解説動画起動

６．局内イントラに動画製作マニュアルを掲載
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７．今後の展開

今後は局内における政策情報発信ツールとしてだけではなく、

・九州地域で先進的・先導的取り組みを行っている企業の紹介(地域未来牽引企業等)

・当局管内において当省が支援する企業・地域の紹介 等への展開も図っていきたい。

コンテンツ ターゲット 狙い 取組状況

施策説明 事業者、自治体
施策への関心の惹起

・活用促進
９月以降、IIPやデザイン経営、海外展開の動
画を配信。今後更にコンテンツの充実を図る。

企業・地域の紹介 事業者、一般の人
先行事例等のPR
局・施策の活用促進

年度内を目処に実施を検討。

局の概要 志望者、一般の人
入局の促進

局・施策の認知向上
実施済み。来年度以降の採用活動を見据えて
配信動画を要検討

今後の動画配信に関する方向性



業務依頼（PJ本格始動）

動画制作開始・発表

STEP

02

STEP

03

環境整備
（これからも動画広報を続けるために）

STEP

04

2020/８/12リリース

作業時間１か月程の中、メンバーで作業を分
担。ノウハウを蓄積しつつ効率的に実施しました。

蓄積したノウハウをマニュアル化し、局内の広報インフラ
として全職員が動画広報できる環境を構築しました。

STEP

01

事前相談
有志メンバーで作成した企画書を
ベースに各所へ相談して回りました。

課題意識について相談 METIの動画広報の方法
組織としての実施可否

手段検討
実現可能性

PJメンバーがPJに
リソースを割くことへの理解

PJの方向性が定まった上で、関係
部署等へ具体的な業務のお願いを
して回りました。

PJ実施の承認
対外的な総合窓口設置

制作支援相談予算確保
制作支援契約動画配信にあたっての

体制調整

実施決定報告
掲載依頼

広報動画作成の背景
実際の制作までの流れ等を共有

紙のマニュアルに加え、PC画面を
投影してたレクチャー動画作成

動画制作機材の予約・貸出システム化
制作ノウハウイントラの整備（実施中）

予算０円、年度途中からの発案、部課室を越えて開始したプロジェクト。

責任部課室未定というスタート

実現に至ったプロセス

各部次長、庶務課長

総務課・広報室

民間企業本省広報室
所属課室長
所属課室職員

総務課 局広報室
知的財産室

民間企業本省広報室会計課

キャラクターモーション収録

制作支援契約

動画編集音声収録局内周知

プレス対応

構成・台本作成

全体総括

システム整備研修実施

マニュアル作成体制の整備
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局長を筆頭に、関係各部課室が

有志の想いを汲んで共感して下さり、

挑戦させて下さったこと

当PJが実現に至った肝


